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発
行
：
富

里
地
域

ふ
る
さ

と
協
議

会
・
富

里
地
区

社
協
部

会
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w
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a
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「
富

里
地

域
ふ

る
さ

と
協

議
会

」
は

、
J
R

柏
駅

か
ら

南

柏
駅

に
位

置
す

る
７

つ
の

町
会

で
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

近
隣

セ
ン

タ
ー

を
拠

点
に

、
町

会
の

垣
根

を
越

え

て
、

福
祉

活
動

や
地

域
住

民
の

交
流

を
図

り
、

住
み

よ
い

生
活

環
境

づ
く

り
を

め
ざ

し
て

活
動

し
て

い
ま

す
。
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ト
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ト
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シ
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～ ～～～
    便

利
だ
け
ど

便
利
だ
け
ど

便
利
だ
け
ど

便
利
だ
け
ど
危
険
も
い
っ
ぱ
い

危
険
も
い
っ
ぱ
い

危
険
も
い
っ
ぱ
い

危
険
も
い
っ
ぱ
い
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商
品
が
届
か
な
い
・
返
品
で
き
な
い
・
連
絡
が
取
れ
な
い
な
ど
ト
ラ
ブ

ル
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

購
入
の
際
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

日
時
 

イ
ベ
ン
ト
名
 

窓
口
 

1
2
月
 

1
8
(月
) 

1
0
:0
0
～
 

豊
友
サ
ロ
ン
（
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
2
0
(水
) 

11
:0
0
～
 

食
事
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

高
齢
者
福
祉
部
 

 
 

1
3
:0
0
～
 

地
区
勉
強
会
：
膝
の
痛
み
に
つ
い
て
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
） 

地
区
社
協
部
会
 

 
2
4
(日
) 

1
0
:0
0
～
 

緑
ヶ
丘
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
緑
ヶ
丘
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

1
月
 

6
(土
) 

1
0
:0
0
～
 

ふ
る
協
定
例
役
員
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

ふ
る
協
事
務
局
 

 
 

1
3
:0
0
～
 

ふ
る
協
・
防
犯
協
会
合
同
新
春
懇
親
会
（
朝
日
会
館
）
 

ふ
る
協
事
務
局
 

 
9
(火
) 

1
0
:0
0
～
 

母
と
子
の
集
い
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

健
康
づ
く
り
推
進
員
 

 
1
0
(水
) 

1
0
:0
0
～
 

富
里
ゆ
う
ゆ
う
サ
ロ
ン
（
柏
三
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
1
4
(日
) 

1
0
:0
0
～
 

あ
さ
ひ
サ
ロ
ン
（
朝
日
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
1
5
(月
) 

1
0
:0
0
～
 

豊
友
サ
ロ
ン
（
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
1
7
(水
) 

1
0
:0
0
～
 

ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
柏
三
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
 

11
:0
0
～
 

食
事
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

高
齢
者
福
祉
部
 

 
1
8
(木
) 

1
0
:0
0
～
 

ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
豊
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
2
1
(日
) 

1
0
:0
0
～
 

い
ず
み
サ
ロ
ン
（
朝
日
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
2
8
(日
) 

1
0
:0
0
～
 

緑
ヶ
丘
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
緑
ヶ
丘
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

2
月
 

3
(土
) 

1
0
:0
0
～
 

ふ
る
協
定
例
役
員
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

ふ
る
協
事
務
局
 

 
5
(月
) 

1
0
:0
0
～
 

豊
友
サ
ロ
ン
（
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
7
(水
) 

1
0
:0
0
～
 

ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
柏
三
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
1
3
(火
) 

1
0
:0
0
～
 

母
と
子
の
集
い
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

健
康
づ
く
り
推
進
員
 

 
1
4
(水
) 

1
0
:0
0
～
 

富
里
ゆ
う
ゆ
う
サ
ロ
ン
（
柏
三
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
1
5
(木
) 

1
0
:0
0
～
 

ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
豊
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

    
12 121212

/1
6

/1
6

/1
6

/1
6～ ～～～

2 222/
15 /1
5

/1
5

/1
5    

問
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近
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ー
 
0
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1
7
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1
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隣
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隣
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ー
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ー
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ー
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館

日
休
館

日
休
館

日
休
館
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2
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2
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2
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8
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8
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8
1
8
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（

月
）

日
（

月
）

日
（

月
）

日
（

月
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1
2
1
2
1
2
1
2
月 月月月
2
9
2
9
2
9
2
9
日
（

金
）

日
（

金
）

日
（

金
）

日
（

金
）
    

        
～ ～～～
    

1 111
月 月月月

    
3 333
日 日日日
（

水
）

（
水
）

（
水
）

（
水
）
    

    1 111
月 月月月
1
5
1
5
1
5
1
5
日

（
月
）

日
（
月
）

日
（
月
）

日
（
月
）
    

    

近
隣

セ
ン

タ
ー

所
長

 
平

島
雅

治
 

T
e
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0
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-
7

1
7

3
-
9

5
3
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同
じ

要
領

で
す

が
，

ご
飯

に
汁

が
浸

透
し

て
き

た
ら

多
め

に
と

ろ
け
る
チ
ー
ズ
を
投
入
。
チ
ー
ズ
が
溶
け
た
ら
器
に
よ
そ
い
，
乾
燥
パ

セ
リ
を
振
っ
て
出
来
上
が
り
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

 
今
年
一
年
，
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
 

来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

優
れ

も
の

。
そ

し
て

鍋
〆

を
工

夫
す

る
と

，
鍋

の
楽

し
み

が
よ

り
一

層
広

が
り

ま
す

。
最

近
私

が
は

ま
っ

て
い

る
鍋

〆
の
一
つ
が
，
パ
ス
タ
で
す
。

豆
乳

鍋
の

残
り

汁
を

少
量

の
牛

乳
で

う
す

め
，

硬
め

に
ゆ

で
た

パ
ス

タ
と

お
好

み
で

バ
タ
ー
を
投
入
。
数
分
後
，
器
に

よ
そ

い
粉

チ
ー

ズ
と

タ
バ

ス
コ

を
か

け
て

頂
き

ま
す

。
そ

し
て

キ
ム

チ
鍋

の
後

は
，

リ
ゾ

ッ
ト

が
お

勧
め

。
雑

炊
と

 
い
つ
も
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ

き
，
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
陰
様
で
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ

等
改
修
工
事
は
，
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
完
成
の
暁
に
は
，
全

て
洋
式
便
器
（
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
付
き
），

自
動
手
洗
い
機
付
き

洗
面
台
，
多
目
的
ト
イ
レ
に
簡
易
オ
ス
ト
メ
イ
ト
，
湯
沸
し
室
の

コ
ン
ロ
も
電
磁
式
に
一
新
さ
れ
ま
す
。
工
事
中
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
，
な
に
と
ぞ
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
ト
イ
レ
等
改
修
工
事

は
，
２
月
末
ま
で
の
予
定
で
す
。
さ
て
，
季
節
は
冬
へ
と
移
り
ま

し
た
。
冬
の
定
番
料
理
と
い
え
ば
，
鍋
。
手
間
要
ら
ず
で
，
体
が

温
ま
り
，
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
良
く
，
お
ま
け
に
〆
ま
で
楽
し
め
る

年
の
瀬
を
間
近
に
控
え
 

相
談
窓
口
：
防
災
安
全
課
 
0
4
-7
1
6
7
-1
11
5
 

（
消
費
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 
溝
田
節
子
） 

●
会
社
名
・
代
表
者
名
・
住
所
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ
の
表
示
が
あ
る
か
 

●
返
品
可
能
か
、
そ
の
条
件
 

●
支
払
方
法
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
 
 
他
 

 
※
通
信
販
売
は
、
自
分
か
ら
申
し
込
み
し
て
い
る
の
で
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
契
約
条
件
を
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
、
困

っ
た
こ
と
は
、
消
費
生

活
セ

ン
タ

ー
へ

ご
相

談
く
だ
さ
い
。
 

(0
4
-7
1
6
4
-4
1
0
0
) 

編
集
・
制

作
：
広

報
部
 
k
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a
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et
 
 

お
問

合
せ

：
℡
 0
4
0
4
0
4
0
4
- ---7
1
7
3

7
1
7
3

7
1
7
3

7
1
7
3
- ---9
5
3
1

9
5
3
1

9
5
3
1

9
5
3
1
（

富
里

近
隣

セ
ン
タ

ー
）

（
富

里
近
隣

セ
ン
タ

ー
）

（
富

里
近
隣

セ
ン
タ

ー
）

（
富

里
近
隣

セ
ン
タ

ー
）
 

※
2
0
1
7
年
11

月
2
3
日
時
点
の
情
報
で
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

日
本

で
は

、
一

年
の

始
ま

り
の

お
正

月
で

行
く
初
詣
や
、
お
宮
参
り
か
ら
七
五
三
、
合
格

祈
願

な
ど
、

人
生
の

節
目
に
は

何
か

と
神

社
に
参
拝
し
て
い
ま
す
。
 

神
社

に
よ

っ
て

は
、

参
拝

の
作

法
が

書
か

れ
て

い
る
場

合
が
あ

り
、
書
か

れ
て

い
れ

ば
そ

の
通

り
す

れ
ば
い

い
の
で
安

心
で

す
が

、
そ

う
い

っ
た

事
が

書
か

れ
て

い
る

と
し

て
も
拝
殿
近
く
が
多
い
で
す
よ
ね
。
 

こ
れ

が
正

し
い

神
社

参
拝

方
法

の
作

法
で

す
！

と
い

っ
た

決
ま

り
は

な
く

、
神

社
に

よ
っ

て
も

違
い

が
あ

る
場

合
も

あ
り

ま
す

の
で
、
一
般
的
な
お
参
り
の
作
法
の
「
形
」

を
紹
介
し
ま
す
。
 

諏
訪
神
社
 

柏
神
社
 

神
明
神
社
 

八
坂
神
社
 

稲
荷
神
社
 

お
参
り
の
作
法
 

1
.
鳥
居
を
く
ぐ
る
 

神
社
の
鳥
居
を
く
ぐ
る
時
は
、
直
前
で
軽
 

く
一
礼
し
ま
す
。
 

2
.
参
道
を
歩
く
 

 
中

央
は

神
様

が
通

る
道

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

の
で

必
ず

端
を

ゆ
っ

く
り

と
歩

き
ま

し
ょ
う
。
 

3
.
手
水
舎
（
て
み
ず
し
ゃ
）
で
手
や
口
を
清
め

る
。
 

4
.
拝
殿
前
の
拝
礼
作
法
 

 
お
辞
儀
を
し
、
賽
銭
箱
に
お
賽
銭
を
入
れ
ま

す
。
鈴
緒
が
あ
れ
ば
鈴
緒
を
鳴
ら
し
、
二
拝

二
拍
手

（
願
い
事
）

（
願
い
事
）

（
願
い
事
）

（
願
い
事
）
一
拝
を
し
ま
す
。
 

5
.
帰
る
時
も

2
と

1
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

別
雷
神
社
稲
荷
神
社
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①
料
理
講
座
 

・
「
簡
単
夏
ご
飯
」
 

・
「
肉
ま
ん
作
り
」
 な

ど
 

②
園
芸
講
座
 

・
「
寄
せ
植
え
」
 

 

ふ
る
さ

と
ふ

る
さ

と
ふ

る
さ

と
ふ

る
さ

と
協
議

会
協
議

会
協
議

会
協
議

会
研

修
研

修
研

修
研

修
旅
行

旅
行

旅
行

旅
行

    

ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と

協
議
会

協
議
会

協
議
会

協
議
会
( (((1
1
111111

月 月月月
2
1
2
1
2
1
2
1
， ，，，
2
2
2
2
2
2
2
2
日 日日日
) )))

お
で
ん

の
お

で
ん

の
お

で
ん

の
お

で
ん

の
会 会会会
    

高
齢
者

高
齢
者

高
齢
者

高
齢
者

福
祉
部

福
祉
部

福
祉
部

福
祉
部
( (((1
0
1
0
1
0
1
0
月 月月月
1
8
1
8
1
8
1
8
日 日日日
) ))) 

  
緑

ヶ
丘

町
会

で
は
、
今
年
度
婦
人
部

の
O
G

に
よ
る
「
活

動
支
援
部
」
と
子
ど

も
会

の
O
B
‣
O
G

に
よ
る
「
太
鼓
部
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
納
涼
盆
踊
り
大

会
の
前
に
子
ど
も
会
に
よ
る
太
鼓
と
盆
踊
り
の
練
習
を
1
0

回
行

っ
て

お
り

、
呼

魂
太

鼓
の

加
藤

先
生

の
指

導
に

加
え

て
「
太
鼓
部
」
の
中
学
生
・
高
校
生
・
大
学
生
、
更
に
は
社

     

会
人
に
至
る
2
0
人
程
が
指
導
し
て
く

れ
ま
す
。
そ
の
指
導
ぶ
り
は
、
足
の
位

置
か

ら
腕

の
振

り
降

ろ
し

ま
で

、
実

に
親

切
丁

寧
な

も
の

で
す

。
盆

踊
り

大
会
で
の
「
太
鼓
部
」
と
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
「
シ
ャ
ン
メ
ェ
ー
」
は
、
盆
踊

り
に

参
加

さ
れ

る
方

々
に

大
変

喜
ば

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
太
鼓
部
」
の
若

い
メ

ン
バ

ー
が

や
が

て
三

世
代

に
わ

生
活

環
境

部
生

活
環

境
部

生
活

環
境

部
生

活
環

境
部

    

鴻
巣
光
毅
会
長
 

 
い
ず
み
サ
ロ
ン
で
す
。
 

半
世
紀
ほ
ど
前
、
宅
地
開
発
の
波

に
乗
り
周
辺
地
域
か
ら
移
り
住
ん

 

い
ず

み
い

ず
み

い
ず

み
い

ず
み

サ
ロ

ン
サ

ロ
ン

サ
ロ

ン
サ

ロ
ン

    

こ
ん

な
こ

ん
な

こ
ん

な
こ

ん
な

活
動

活
動

活
動

活
動

を ををを
し

て
い

ま
す

し
て

い
ま

す
し

て
い

ま
す

し
て

い
ま

す
 

 
生
活
環
境
部
は
、
年
に
3
回

の
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
に
 

・
「
苔
玉
作
り
」
な
ど
 

③
そ
の
他
 

・
「
ア
ロ
マ
の
楽
し
み
方
」
 

・
「
医
療
講
演
」
な
ど
 

は
じ

め
ま

し
て

、
豊

小
学

校
教

頭
の

福
田
裕
司
と
申
し
ま
す
。
今
年
の

4
月
に
風

早
中

学
校

か
ら

ま
い

り
ま

し
た

。
こ

れ
ま

で
、

中
学

校
で

勤
務

し
て

お
り

ま
し

た
の

で
、

一
番

大
き

な
違

い
を

感
じ

た
の

は
や

緑
ヶ
丘

町
会

編
 

=
 
豊
か
な
”
豊
小
学
校
”
=
 

た
る

行
事

の
担
い

手
の

主
力
と

な
っ

て
く

れ
る

こ
と

を
大
い

に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

は
り
子
ど
も
達
で
す
。
1
年
生
か
ら

6
年
生
ま
で
、
6
歳
も
の
歳
が

離
れ
た
子
ど
も
達
が
一
緒
に
生
活
す
る
小
学
校
は
と
て
も
魅
力
的

で
す
。
低
学
年
の
児
童
が
一
生
懸
命
に
勉
強
し
た
り
遊
ん
だ
り
す

る
姿
は
と
て
も
か
わ
い
ら
し
く
、
そ
の
低
学
年
の
児
童
の
面
倒
を

み
て
あ
げ
た
り
、
行
事
で
活
躍
す
る
高
学
年
の
児
童
は
と
て
も
た

く
ま
し
く
感
じ
ま
す
。
そ
ん
な
豊
小
学
校
は
今
年
で

3
8
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
学
校
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
古
く
は
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
日
々
着
実
に
歴
史
を
作
っ
て
い
ま
す
。
豊
小
学
校
は

名
前
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
達
の
笑
顔
が
豊
か
、
歌
声
が
豊
か
、

そ
し
て
人
の
つ
な
が
り
が
豊
か
で
す
。
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
に

は
、
子
ど
も
達
の
異
年
齢
交
流
、
地
域
や
保
護
者
の
様
々
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
の
見
守
り
、
中
学
生
や
高
校
生
と
の
交
流
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
私
が

4
月
に
着
任
し
た
と
き
に
、
あ
い
さ
つ
の
中
で

子
ど
も
達
に
自
分
の
心
境
を
「
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
」
と
言
い

表
し
ま
し
た
。
こ
の
気
持
ち
は

1
1
月
に
な
っ
た
今
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
迎
え
る
秋
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
や
持

久
走
大
会
に
向
け
て
、
こ
ど
も
達
は
熱
心
に
練
習
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
「
わ
く
わ
く
」
が
待
っ
て

い
る
豊
小
学
校
を
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
  

柏 柏柏柏
市

立
市

立
市

立
市

立
豊

小
学

校
豊

小
学

校
豊

小
学

校
豊

小
学

校
    

だ
方

た
ち

が
泉

町
会

の
礎

を
築

き
ま
し

た
。

そ
し

て
今

般
、

次
の
世
代
の
町
会
役
員
等
が
中
心
と
な
っ
て
、「

互
近
助
力
」

ア
ッ
プ
の
た
め
「
世
代
間
交
流
・
地
域
交
流
・
仲
間
つ
く
り
」

を
目
的
と
し
て
、「

い
ず
み
サ
ロ
ン
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

平
成

2
9
年
５
月
の
開
設
か
ら
、
奇

数
月
の
第
二
日
曜
日
に
、
朝
日
会
館

を
お

借
り

し
、

高
齢

者
の

憩
い

の
場
・
世
代
間
交
流
の
場
と
し
て
、
6
0

歳
以

上
対

象
の

町
会

員
を

対
象

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
３
回
開
催
し
、
軽
食
・
茶
菓
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
・
ゲ
ー
ゴ
ル
ゲ
ー
ム
な
ど

で
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
町
会
員
が
地
域
の
中
で
支

ご ごごご
近
所
同
志

近
所
同
志

近
所
同
志

近
所
同
志
の ののの
泉 泉泉泉
わ
く

わ
く
わ
く

わ
く
 

「 「「「
講
座

講
座
講
座

講
座
」 」」」
に ににに
参
加

参
加
参
加

参
加
を ををを
！ ！！！
 

え
あ
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
、
い
き
い

き
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
井
戸
端

会
議

や
た

ま
り

場
の

よ
う

な
気

軽
に

集
ま

れ
る

場
所

作
り

を
目

指
し

て
参

り
ま
す
。
 

（
い
ず
み
サ
ロ
ン
代
表
竹
里
登
志
枝
）
 

野
外

野
外

野
外

野
外

炊
飯

炊
飯

炊
飯

炊
飯

と ととと
防

災
訓

練
防

災
訓

練
防

災
訓

練
防

災
訓

練
    

児
童
保
健
福
祉
部
・
防
災
部

児
童
保
健
福
祉
部
・
防
災
部

児
童
保
健
福
祉
部
・
防
災
部

児
童
保
健
福
祉
部
・
防
災
部
( (((1
0
1
0
1
0
1
0
月 月月月
2
9
2
9
2
9
2
9
日 日日日
) )))

 
毎

回
子

供
達

が
楽

し
み

に
し

て
い

る
「

野
外

炊
飯

と
防

災
訓

練
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
あ
い
に
く
の
雨
で
、
野
外
で
の

イ
ベ

ン
ト

に
変

わ
り

屋
内

で
ゲ

ー
ゴ
ル
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
ま
た
防
災
訓
練
の
一
環
と
し
て
「
災

害
用

簡
易
ト
イ
レ

」
「
災
害
用
テ
ン

ト
」
の
組
み
立

て
を
子
供

達
は
眼
を
輝
か
せ
て
見
学
し
ま
し
た
。
お
昼
に
は
待
望
の
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
・
蒸
か
し
イ
モ
で
お
腹
一
杯
、
笑
顔
一
杯
の
楽
し
い
1
日
で

し
た
。
参
加
人
数
の
報
告
は
「
小
学
生
」
7
5
人
（
三
小
、
豊
小
、

旭
小
）
、「

子
供
会
役
員
・
保
護
者
・
幼
児
」
7
0

人
、「

協
議
会
役
員
」
4
8
人
、「

高
齢
者
（
お
一

人
暮
し
）
」
3
人
、「

合
計
」
1
9
6
人
。
お
米
3
0
k
 

g
で
カ
レ
ー
3
5
0
食
を
用
意
し
ま
し
た
。
 

 
地
区
社
協
部
会
恒
例
の
「
お
で
ん
の
会
」
が
近
隣
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
の
方
々
に
、
熱
々

の
お
で
ん
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
集
い
で
、
4
7
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
食
事
の
前
に
「
手
賀
の
杜
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
」
に
よ
る
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
会
場
は
華
や
い
だ
気
分
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
お
で
ん
作
り
に
は
、
前
日

2
4
人
・
当
日

28
人

と
高
齢
者
福
祉
部
は
じ
め
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
会
場
作

り
・
調
理
・
配
膳
な
ど
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
今
回
、
高
齢
の

方
の
参
加
者
数
は
前
回
を
若
干
下
回
り
ま
し
た
。
来
年
は
、
よ

り
多
く
の
方
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 

様
々
な
内
容
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
楽
し
く
参
加
で
き
る

講
座
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

（
部
長
 
佐
々
木
由
美
子
）

で
あ
い
ふ

れ
あ
い
楽
し
い
地
域
 

第
３
４
回
 
文
化
祭

 

 
ホ
ー
ル
に
は
、
生
花
と
児
童
生
徒

の
作
品
。
会
議
室
に
は
、
各
サ
ー
ク

ル
や
個
人
の
絵
・
書
・
陶
芸
・
ク
ラ

フ
ト
等
、
た
く
さ
ん
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
 

 
和
室
で
は
、
江
戸
時
代
の
珍
し
い

 
1
1
月

4・
5
日
、
好
天
の
中
、
文
化
祭
が
富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
富
里
地
域
の
皆
さ
ん
が
「
出
合
い
と

ふ
れ
あ
い
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 ル
展

示
』

が
来

場
者

の
大

き
な
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。
 

 
翌
日
は
、「

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
」
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

 
子

供
ガ

ー
デ

ン
で

は
「

わ
く

わ
く

ゲ
ー

ム
大

会
」
、
「

ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト

に
多

く
の

子
供

達
が

参
加
。
 

 
駐
車
場
で
は
、
各
町
会
が
出

店
し

た
「

模
擬

店
」

も
大

人
気
！
で
皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
、

楽
し

い
！

ス
ト

レ
ス

解
消
も
で
き
た
」
と
大
好
評

で
し
た
。
 

 
皆

が
一

体
感

に
な

れ
る
、
不
思
議
な
イ
ベ
ン
ト

「
ド
ラ
ム
サ
ー
ク
ル
」
を

関
係
ス
タ
ッ
フ
で
今
後
、

地
域

で
の

各
種

イ
ベ

ン

ン
ト
「
ド
ラ
ム
サ
ー
ク
ル
」
が
新
登
場
し
ま
し
た
。
 

「
ド
ラ
ム
サ
ー
ク
ル
」
を
初
体
験
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
「
参
加
し

て
い
る
う
ち
い
つ
の
間
に
か
夢
中
で
打
楽
器
を
叩
い
て
い
た
、

絵
巻
物
「
小
金
原
勝
景
絵
図
(船

橋
市
西
図
書
館
所
蔵
)
」
を
長
さ

１
０
m
余
り
の
ビ
ッ
グ
サ
イ
ズ
に
拡
大
編
集
し
た
古
絵
図
と
、
現

在
の
航
空
写
真
と
を
対
比
し
た
『
「
富
里
地
域
の
今
昔
」
の
パ
ネ

ト
で
の
開
催
を
推
進
計
画
中
で
す
。
各
町
会
な
ど
で
の
企
画
に

是
非
体
験
参
加
し
て
み
て
下
さ
い
。
 

特
に

野
菜

の
即

売
は

今
年

も
売

り
出

し
前

か
ら

行
列

が
出
来
て
い
ま
し
た
。
 

 
今
回
よ
り
、
地
域
の
愛
好

家
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
陶
芸

コ
ー
ナ
ー
」
と
、
人
と
人
を

つ
な

ぐ
皆

で
楽

し
む

イ
ベ

今
年
は

1
泊
で
晩
秋
の
常
陸
太
田
‣奥

久
慈
に
出
か
け
ま
し
た
。

1
日
目
は
那
珂
市
の
「
一
乗
院
」
。
我
が
国
最
大
の
青
銅
製
「
毘

沙
門
天
」
に
迎
え
ら
れ
、
運
慶
作
「
毘
沙
門
天
像
」
は
じ
め
多
く

の
仏
像
に
詣
で
ま
し
た
。
こ
の
寺
院
は
水
戸
城
の
鬼
門
(真

北
)
に

建
立
さ
れ
、
佐
竹
家
・
水
戸
徳
川
家
に
守
り
神
と
し
て
崇
拝
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
昼
食
は
、
久
慈
川
の
ほ
と
り
に
あ
る
「
し
ん
す
い

園
」
で
「
秋
そ
ば
」
を
堪
能
。

そ
の
後
宿
の
近
く
の
コ
ー
ス

で
、
研
修
旅
行
で
は
初
め
て
と

な
る
「
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
員

が
参
加
し
ま
し
た
が
、
半
分
以

上
は
初
め
て
ク
ラ
ブ
を
握
る
人

で
、
笑
い
あ
り
‣嘆

き
あ
り
の
賑
や
か
な
競
技
に
終
始
し
ま
し

た
。
宿
に
戻
り
、
名
物
の
高
ア
ル
カ
リ
温
泉
で
疲
れ
を
癒
し
た
後

は
宴
会
で
、
大
い
に
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

2
日
目
は
、
奥
久
慈
の
「
永
源
寺
」
。
紅
葉
は
終
わ
り
の
時
期
に

さ
し
か
か
り
、
散
策
路
は
色
と
り
ど
り
の
落
葉
で
埋
ま
り
、
秋
な

ら
で
は
の
見
事
な
情
景
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
帰
路

の
那
珂
湊
で
は
海
鮮
丼
に
舌
鼓
を
打
ち
、
2
日
間
の
研
修
旅
行
を

終
え
ま
し
た
。
行
き
帰
り
の
車
中
で
は
、
鶴
崎
会
長
か
ら
「
天
文

学
」
・
「
ひ
ら
が
な
の
成
り
立
ち
」

な
ど
広
い
分
野
の
講
話
、
ま
た
千
代

田
事
務
局
長
か
ら
は
「
人
生
」
に
関

す
る
軽
妙
か
つ
深
い
お
話
し
が
あ

り
、
無
事

2
日
間
の
研
修
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

「
一
本
松
公
園
で
の
 

町
会
夏
祭
り
」
よ
り
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①
料
理
講
座
 

・
「
簡
単
夏
ご
飯
」
 

・
「
肉
ま
ん
作
り
」
 な

ど
 

②
園
芸
講
座
 

・
「
寄
せ
植
え
」
 

 

ふ
る
さ

と
ふ

る
さ

と
ふ

る
さ

と
ふ

る
さ

と
協
議

会
協
議

会
協
議

会
協
議

会
研

修
研

修
研

修
研

修
旅
行

旅
行

旅
行

旅
行

    

ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と

協
議
会

協
議
会

協
議
会

協
議
会
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お
で
ん

の
お

で
ん

の
お

で
ん

の
お

で
ん

の
会 会会会
    

高
齢
者

高
齢
者

高
齢
者

高
齢
者

福
祉
部

福
祉
部

福
祉
部

福
祉
部
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月 月月月
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1
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1
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緑

ヶ
丘

町
会

で
は
、
今
年
度
婦
人
部

の
O
G

に
よ
る
「
活

動
支
援
部
」
と
子
ど

も
会

の
O
B
‣
O
G

に
よ
る
「
太
鼓
部
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
納
涼
盆
踊
り
大

会
の
前
に
子
ど
も
会
に
よ
る
太
鼓
と
盆
踊
り
の
練
習
を
1
0

回
行

っ
て

お
り

、
呼

魂
太

鼓
の

加
藤

先
生

の
指

導
に

加
え

て
「
太
鼓
部
」
の
中
学
生
・
高
校
生
・
大
学
生
、
更
に
は
社

     

会
人
に
至
る
2
0
人
程
が
指
導
し
て
く

れ
ま
す
。
そ
の
指
導
ぶ
り
は
、
足
の
位

置
か

ら
腕

の
振

り
降

ろ
し

ま
で

、
実

に
親

切
丁

寧
な

も
の

で
す

。
盆

踊
り

大
会
で
の
「
太
鼓
部
」
と
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
「
シ
ャ
ン
メ
ェ
ー
」
は
、
盆
踊

り
に

参
加

さ
れ

る
方

々
に

大
変

喜
ば

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
太
鼓
部
」
の
若

い
メ

ン
バ

ー
が

や
が

て
三

世
代

に
わ

生
活

環
境

部
生

活
環

境
部

生
活

環
境

部
生

活
環

境
部

    

鴻
巣
光
毅
会
長
 

 
い
ず
み
サ
ロ
ン
で
す
。
 

半
世
紀
ほ
ど
前
、
宅
地
開
発
の
波

に
乗
り
周
辺
地
域
か
ら
移
り
住
ん

 

い
ず

み
い

ず
み

い
ず

み
い

ず
み

サ
ロ

ン
サ

ロ
ン

サ
ロ

ン
サ

ロ
ン

    

こ
ん

な
こ

ん
な

こ
ん

な
こ

ん
な

活
動

活
動

活
動

活
動

を ををを
し

て
い

ま
す

し
て

い
ま

す
し

て
い

ま
す

し
て

い
ま

す
 

 
生
活
環
境
部
は
、
年
に
3
回

の
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
に
 

・
「
苔
玉
作
り
」
な
ど
 

③
そ
の
他
 

・
「
ア
ロ
マ
の
楽
し
み
方
」
 

・
「
医
療
講
演
」
な
ど
 

は
じ

め
ま

し
て

、
豊

小
学

校
教

頭
の

福
田
裕
司
と
申
し
ま
す
。
今
年
の

4
月
に
風

早
中

学
校

か
ら

ま
い

り
ま

し
た

。
こ

れ
ま

で
、

中
学

校
で

勤
務

し
て

お
り

ま
し

た
の

で
、

一
番

大
き

な
違

い
を

感
じ

た
の

は
や

緑
ヶ
丘

町
会

編
 

=
 
豊
か
な
”
豊
小
学
校
”
=
 

た
る

行
事

の
担
い

手
の

主
力
と

な
っ

て
く

れ
る

こ
と

を
大
い

に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

は
り
子
ど
も
達
で
す
。
1
年
生
か
ら

6
年
生
ま
で
、
6
歳
も
の
歳
が

離
れ
た
子
ど
も
達
が
一
緒
に
生
活
す
る
小
学
校
は
と
て
も
魅
力
的

で
す
。
低
学
年
の
児
童
が
一
生
懸
命
に
勉
強
し
た
り
遊
ん
だ
り
す

る
姿
は
と
て
も
か
わ
い
ら
し
く
、
そ
の
低
学
年
の
児
童
の
面
倒
を

み
て
あ
げ
た
り
、
行
事
で
活
躍
す
る
高
学
年
の
児
童
は
と
て
も
た

く
ま
し
く
感
じ
ま
す
。
そ
ん
な
豊
小
学
校
は
今
年
で

3
8
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
学
校
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
古
く
は
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
日
々
着
実
に
歴
史
を
作
っ
て
い
ま
す
。
豊
小
学
校
は

名
前
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
達
の
笑
顔
が
豊
か
、
歌
声
が
豊
か
、

そ
し
て
人
の
つ
な
が
り
が
豊
か
で
す
。
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
に

は
、
子
ど
も
達
の
異
年
齢
交
流
、
地
域
や
保
護
者
の
様
々
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
の
見
守
り
、
中
学
生
や
高
校
生
と
の
交
流
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
私
が

4
月
に
着
任
し
た
と
き
に
、
あ
い
さ
つ
の
中
で

子
ど
も
達
に
自
分
の
心
境
を
「
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
」
と
言
い

表
し
ま
し
た
。
こ
の
気
持
ち
は

1
1
月
に
な
っ
た
今
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
迎
え
る
秋
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
や
持

久
走
大
会
に
向
け
て
、
こ
ど
も
達
は
熱
心
に
練
習
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
「
わ
く
わ
く
」
が
待
っ
て

い
る
豊
小
学
校
を
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
  

柏 柏柏柏
市

立
市

立
市

立
市

立
豊

小
学

校
豊

小
学

校
豊

小
学

校
豊

小
学

校
    

だ
方

た
ち

が
泉

町
会

の
礎

を
築

き
ま
し

た
。

そ
し

て
今

般
、

次
の
世
代
の
町
会
役
員
等
が
中
心
と
な
っ
て
、「

互
近
助
力
」

ア
ッ
プ
の
た
め
「
世
代
間
交
流
・
地
域
交
流
・
仲
間
つ
く
り
」

を
目
的
と
し
て
、「

い
ず
み
サ
ロ
ン
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

平
成

2
9
年
５
月
の
開
設
か
ら
、
奇

数
月
の
第
二
日
曜
日
に
、
朝
日
会
館

を
お

借
り

し
、

高
齢

者
の

憩
い

の
場
・
世
代
間
交
流
の
場
と
し
て
、
6
0

歳
以

上
対

象
の

町
会

員
を

対
象

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
３
回
開
催
し
、
軽
食
・
茶
菓
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
・
ゲ
ー
ゴ
ル
ゲ
ー
ム
な
ど

で
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
町
会
員
が
地
域
の
中
で
支

ご ごごご
近
所
同
志

近
所
同
志

近
所
同
志

近
所
同
志
の ののの
泉 泉泉泉
わ
く

わ
く
わ
く

わ
く
 

「 「「「
講
座

講
座
講
座

講
座
」 」」」
に ににに
参
加

参
加
参
加

参
加
を ををを
！ ！！！
 

え
あ
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
、
い
き
い

き
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
井
戸
端

会
議

や
た

ま
り

場
の

よ
う

な
気

軽
に

集
ま

れ
る

場
所

作
り

を
目

指
し

て
参

り
ま
す
。
 

（
い
ず
み
サ
ロ
ン
代
表
竹
里
登
志
枝
）
 

野
外

野
外

野
外

野
外

炊
飯

炊
飯

炊
飯

炊
飯

と ととと
防

災
訓

練
防

災
訓

練
防

災
訓

練
防

災
訓

練
    

児
童
保
健
福
祉
部
・
防
災
部

児
童
保
健
福
祉
部
・
防
災
部

児
童
保
健
福
祉
部
・
防
災
部

児
童
保
健
福
祉
部
・
防
災
部
( (((1
0
1
0
1
0
1
0
月 月月月
2
9
2
9
2
9
2
9
日 日日日
) )))

 
毎

回
子

供
達

が
楽

し
み

に
し

て
い

る
「

野
外

炊
飯

と
防

災
訓

練
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
あ
い
に
く
の
雨
で
、
野
外
で
の

イ
ベ

ン
ト

に
変

わ
り

屋
内

で
ゲ

ー
ゴ
ル
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
ま
た
防
災
訓
練
の
一
環
と
し
て
「
災

害
用

簡
易
ト
イ
レ

」
「
災
害
用
テ
ン

ト
」
の
組
み
立

て
を
子
供

達
は
眼
を
輝
か
せ
て
見
学
し
ま
し
た
。
お
昼
に
は
待
望
の
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
・
蒸
か
し
イ
モ
で
お
腹
一
杯
、
笑
顔
一
杯
の
楽
し
い
1
日
で

し
た
。
参
加
人
数
の
報
告
は
「
小
学
生
」
7
5
人
（
三
小
、
豊
小
、

旭
小
）
、「

子
供
会
役
員
・
保
護
者
・
幼
児
」
7
0

人
、「

協
議
会
役
員
」
4
8
人
、「

高
齢
者
（
お
一

人
暮
し
）
」
3
人
、「

合
計
」
1
9
6
人
。
お
米
3
0
k
 

g
で
カ
レ
ー
3
5
0
食
を
用
意
し
ま
し
た
。
 

 
地
区
社
協
部
会
恒
例
の
「
お
で
ん
の
会
」
が
近
隣
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
の
方
々
に
、
熱
々

の
お
で
ん
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
集
い
で
、
4
7
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
食
事
の
前
に
「
手
賀
の
杜
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
」
に
よ
る
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
会
場
は
華
や
い
だ
気
分
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
お
で
ん
作
り
に
は
、
前
日

2
4
人
・
当
日

28
人

と
高
齢
者
福
祉
部
は
じ
め
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
会
場
作

り
・
調
理
・
配
膳
な
ど
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
今
回
、
高
齢
の

方
の
参
加
者
数
は
前
回
を
若
干
下
回
り
ま
し
た
。
来
年
は
、
よ

り
多
く
の
方
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 

様
々
な
内
容
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
楽
し
く
参
加
で
き
る

講
座
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

（
部
長
 
佐
々
木
由
美
子
）

で
あ
い
ふ

れ
あ
い
楽
し
い
地
域
 

第
３
４
回
 
文
化
祭

 

 
ホ
ー
ル
に
は
、
生
花
と
児
童
生
徒

の
作
品
。
会
議
室
に
は
、
各
サ
ー
ク

ル
や
個
人
の
絵
・
書
・
陶
芸
・
ク
ラ

フ
ト
等
、
た
く
さ
ん
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
 

 
和
室
で
は
、
江
戸
時
代
の
珍
し
い

 
1
1
月

4・
5
日
、
好
天
の
中
、
文
化
祭
が
富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
富
里
地
域
の
皆
さ
ん
が
「
出
合
い
と

ふ
れ
あ
い
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 ル
展

示
』

が
来

場
者

の
大

き
な
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。
 

 
翌
日
は
、「

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
」
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

 
子

供
ガ

ー
デ

ン
で

は
「

わ
く

わ
く

ゲ
ー

ム
大

会
」
、
「

ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト

に
多

く
の

子
供

達
が

参
加
。
 

 
駐
車
場
で
は
、
各
町
会
が
出

店
し

た
「

模
擬

店
」

も
大

人
気
！
で
皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
、

楽
し

い
！

ス
ト

レ
ス

解
消
も
で
き
た
」
と
大
好
評

で
し
た
。
 

 
皆

が
一

体
感

に
な

れ
る
、
不
思
議
な
イ
ベ
ン
ト

「
ド
ラ
ム
サ
ー
ク
ル
」
を

関
係
ス
タ
ッ
フ
で
今
後
、

地
域

で
の

各
種

イ
ベ

ン

ン
ト
「
ド
ラ
ム
サ
ー
ク
ル
」
が
新
登
場
し
ま
し
た
。
 

「
ド
ラ
ム
サ
ー
ク
ル
」
を
初
体
験
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
「
参
加
し

て
い
る
う
ち
い
つ
の
間
に
か
夢
中
で
打
楽
器
を
叩
い
て
い
た
、

絵
巻
物
「
小
金
原
勝
景
絵
図
(船

橋
市
西
図
書
館
所
蔵
)
」
を
長
さ

１
０
m
余
り
の
ビ
ッ
グ
サ
イ
ズ
に
拡
大
編
集
し
た
古
絵
図
と
、
現

在
の
航
空
写
真
と
を
対
比
し
た
『
「
富
里
地
域
の
今
昔
」
の
パ
ネ

ト
で
の
開
催
を
推
進
計
画
中
で
す
。
各
町
会
な
ど
で
の
企
画
に

是
非
体
験
参
加
し
て
み
て
下
さ
い
。
 

特
に

野
菜

の
即

売
は

今
年

も
売

り
出

し
前

か
ら

行
列

が
出
来
て
い
ま
し
た
。
 

 
今
回
よ
り
、
地
域
の
愛
好

家
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
陶
芸

コ
ー
ナ
ー
」
と
、
人
と
人
を

つ
な

ぐ
皆

で
楽

し
む

イ
ベ

今
年
は

1
泊
で
晩
秋
の
常
陸
太
田
‣奥

久
慈
に
出
か
け
ま
し
た
。

1
日
目
は
那
珂
市
の
「
一
乗
院
」
。
我
が
国
最
大
の
青
銅
製
「
毘

沙
門
天
」
に
迎
え
ら
れ
、
運
慶
作
「
毘
沙
門
天
像
」
は
じ
め
多
く

の
仏
像
に
詣
で
ま
し
た
。
こ
の
寺
院
は
水
戸
城
の
鬼
門
(真

北
)
に

建
立
さ
れ
、
佐
竹
家
・
水
戸
徳
川
家
に
守
り
神
と
し
て
崇
拝
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
昼
食
は
、
久
慈
川
の
ほ
と
り
に
あ
る
「
し
ん
す
い

園
」
で
「
秋
そ
ば
」
を
堪
能
。

そ
の
後
宿
の
近
く
の
コ
ー
ス

で
、
研
修
旅
行
で
は
初
め
て
と

な
る
「
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
員

が
参
加
し
ま
し
た
が
、
半
分
以

上
は
初
め
て
ク
ラ
ブ
を
握
る
人

で
、
笑
い
あ
り
‣嘆

き
あ
り
の
賑
や
か
な
競
技
に
終
始
し
ま
し

た
。
宿
に
戻
り
、
名
物
の
高
ア
ル
カ
リ
温
泉
で
疲
れ
を
癒
し
た
後

は
宴
会
で
、
大
い
に
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

2
日
目
は
、
奥
久
慈
の
「
永
源
寺
」
。
紅
葉
は
終
わ
り
の
時
期
に

さ
し
か
か
り
、
散
策
路
は
色
と
り
ど
り
の
落
葉
で
埋
ま
り
、
秋
な

ら
で
は
の
見
事
な
情
景
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
帰
路

の
那
珂
湊
で
は
海
鮮
丼
に
舌
鼓
を
打
ち
、
2
日
間
の
研
修
旅
行
を

終
え
ま
し
た
。
行
き
帰
り
の
車
中
で
は
、
鶴
崎
会
長
か
ら
「
天
文

学
」
・
「
ひ
ら
が
な
の
成
り
立
ち
」

な
ど
広
い
分
野
の
講
話
、
ま
た
千
代

田
事
務
局
長
か
ら
は
「
人
生
」
に
関

す
る
軽
妙
か
つ
深
い
お
話
し
が
あ

り
、
無
事

2
日
間
の
研
修
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

「
一
本
松
公
園
で
の
 

町
会
夏
祭
り
」
よ
り
 



平
成
2
9
年
1
2
月
1
日
発
行
 

ふ
る
さ
と
通
信
 

第
1
2
3
号
(4
) 
 

平
成
2
9
年
1
2
月
1
日
発
行
 

ふ
る
さ
と
通
信
 

第
1
2
3
号
(1
)  

 
 

 

初
詣

に
行

こ
う
！

初
詣

に
行

こ
う
！

初
詣

に
行

こ
う
！

初
詣

に
行

こ
う
！

    

初 初初初
    詣 詣詣詣

    ス ススス
    ポ ポポポ

    ッ ッッッ
    ト トトト

    
（ （（（

旧
水

戸
街

道
沿
い

旧
水

戸
街

道
沿
い

旧
水

戸
街

道
沿
い

旧
水

戸
街

道
沿
い

） ）））
    

発
行
：
富

里
地
域

ふ
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「
富

里
地

域
ふ

る
さ

と
協

議
会

」
は

、
J
R

柏
駅

か
ら

南

柏
駅

に
位

置
す

る
７

つ
の

町
会

で
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

近
隣

セ
ン

タ
ー

を
拠

点
に

、
町

会
の

垣
根

を
越

え

て
、

福
祉

活
動

や
地

域
住

民
の

交
流

を
図

り
、

住
み

よ
い

生
活

環
境

づ
く

り
を

め
ざ

し
て

活
動

し
て

い
ま

す
。

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
  
  
 

  
  
 

  
  
 

  
  
  

 
 
 

 
 

 
 

～ ～～～
    便

利
だ
け
ど

便
利
だ
け
ど

便
利
だ
け
ど

便
利
だ
け
ど
危
険
も
い
っ
ぱ
い

危
険
も
い
っ
ぱ
い

危
険
も
い
っ
ぱ
い

危
険
も
い
っ
ぱ
い
    ～ ～～～

    

 
商
品
が
届
か
な
い
・
返
品
で
き
な
い
・
連
絡
が
取
れ
な
い
な
ど
ト
ラ
ブ

ル
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

購
入
の
際
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

日
時
 

イ
ベ
ン
ト
名
 

窓
口
 

1
2
月
 

1
8
(月
) 

1
0
:0
0
～
 

豊
友
サ
ロ
ン
（
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
2
0
(水
) 

11
:0
0
～
 

食
事
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

高
齢
者
福
祉
部
 

 
 

1
3
:0
0
～
 

地
区
勉
強
会
：
膝
の
痛
み
に
つ
い
て
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
） 

地
区
社
協
部
会
 

 
2
4
(日
) 

1
0
:0
0
～
 

緑
ヶ
丘
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
緑
ヶ
丘
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

1
月
 

6
(土
) 

1
0
:0
0
～
 

ふ
る
協
定
例
役
員
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

ふ
る
協
事
務
局
 

 
 

1
3
:0
0
～
 

ふ
る
協
・
防
犯
協
会
合
同
新
春
懇
親
会
（
朝
日
会
館
）
 

ふ
る
協
事
務
局
 

 
9
(火
) 

1
0
:0
0
～
 

母
と
子
の
集
い
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

健
康
づ
く
り
推
進
員
 

 
1
0
(水
) 

1
0
:0
0
～
 

富
里
ゆ
う
ゆ
う
サ
ロ
ン
（
柏
三
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
1
4
(日
) 

1
0
:0
0
～
 

あ
さ
ひ
サ
ロ
ン
（
朝
日
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
1
5
(月
) 

1
0
:0
0
～
 

豊
友
サ
ロ
ン
（
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
1
7
(水
) 

1
0
:0
0
～
 

ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
柏
三
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
 

11
:0
0
～
 

食
事
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

高
齢
者
福
祉
部
 

 
1
8
(木
) 

1
0
:0
0
～
 

ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
豊
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
2
1
(日
) 

1
0
:0
0
～
 

い
ず
み
サ
ロ
ン
（
朝
日
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
2
8
(日
) 

1
0
:0
0
～
 

緑
ヶ
丘
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
緑
ヶ
丘
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

2
月
 

3
(土
) 

1
0
:0
0
～
 

ふ
る
協
定
例
役
員
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

ふ
る
協
事
務
局
 

 
5
(月
) 

1
0
:0
0
～
 

豊
友
サ
ロ
ン
（
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
7
(水
) 

1
0
:0
0
～
 

ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
柏
三
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
1
3
(火
) 

1
0
:0
0
～
 

母
と
子
の
集
い
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

健
康
づ
く
り
推
進
員
 

 
1
4
(水
) 

1
0
:0
0
～
 

富
里
ゆ
う
ゆ
う
サ
ロ
ン
（
柏
三
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
1
5
(木
) 

1
0
:0
0
～
 

ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
豊
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
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問
い
合
わ
せ
：
近
隣
セ
ン
タ
ー
 
0
4
-7
1
7
3
-9
5
3
1
 

近
隣

近
隣

近
隣

近
隣

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

休
館

日
休
館

日
休
館

日
休
館

日
    

1
2
1
2
1
2
1
2
月 月月月
1
8
1
8
1
8
1
8
日
（

月
）

日
（

月
）

日
（

月
）

日
（

月
）
    

1
2
1
2
1
2
1
2
月 月月月
2
9
2
9
2
9
2
9
日
（

金
）

日
（

金
）

日
（

金
）

日
（

金
）
    

        
～ ～～～
    

1 111
月 月月月

    
3 333
日 日日日
（

水
）

（
水
）

（
水
）

（
水
）
    

    1 111
月 月月月
1
5
1
5
1
5
1
5
日

（
月
）

日
（
月
）

日
（
月
）

日
（
月
）
    

    

近
隣

セ
ン

タ
ー

所
長

 
平

島
雅

治
 

T
e
l 

0
4

-
7

1
7

3
-
9

5
3

1
 

同
じ

要
領

で
す

が
，

ご
飯

に
汁

が
浸

透
し

て
き

た
ら

多
め

に
と

ろ
け
る
チ
ー
ズ
を
投
入
。
チ
ー
ズ
が
溶
け
た
ら
器
に
よ
そ
い
，
乾
燥
パ

セ
リ
を
振
っ
て
出
来
上
が
り
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

 
今
年
一
年
，
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
 

来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

優
れ

も
の

。
そ

し
て

鍋
〆

を
工

夫
す

る
と

，
鍋

の
楽

し
み

が
よ

り
一

層
広

が
り

ま
す

。
最

近
私

が
は

ま
っ

て
い

る
鍋

〆
の
一
つ
が
，
パ
ス
タ
で
す
。

豆
乳

鍋
の

残
り

汁
を

少
量

の
牛

乳
で

う
す

め
，

硬
め

に
ゆ

で
た

パ
ス

タ
と

お
好

み
で

バ
タ
ー
を
投
入
。
数
分
後
，
器
に

よ
そ

い
粉

チ
ー

ズ
と

タ
バ

ス
コ

を
か

け
て

頂
き

ま
す

。
そ

し
て

キ
ム

チ
鍋

の
後

は
，

リ
ゾ

ッ
ト

が
お

勧
め

。
雑

炊
と

 
い
つ
も
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ

き
，
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
陰
様
で
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ

等
改
修
工
事
は
，
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
完
成
の
暁
に
は
，
全

て
洋
式
便
器
（
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
付
き
），

自
動
手
洗
い
機
付
き

洗
面
台
，
多
目
的
ト
イ
レ
に
簡
易
オ
ス
ト
メ
イ
ト
，
湯
沸
し
室
の

コ
ン
ロ
も
電
磁
式
に
一
新
さ
れ
ま
す
。
工
事
中
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
，
な
に
と
ぞ
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
ト
イ
レ
等
改
修
工
事

は
，
２
月
末
ま
で
の
予
定
で
す
。
さ
て
，
季
節
は
冬
へ
と
移
り
ま

し
た
。
冬
の
定
番
料
理
と
い
え
ば
，
鍋
。
手
間
要
ら
ず
で
，
体
が

温
ま
り
，
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
良
く
，
お
ま
け
に
〆
ま
で
楽
し
め
る

年
の
瀬
を
間
近
に
控
え
 

相
談
窓
口
：
防
災
安
全
課
 
0
4
-7
1
6
7
-1
11
5
 

（
消
費
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 
溝
田
節
子
） 

●
会
社
名
・
代
表
者
名
・
住
所
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ
の
表
示
が
あ
る
か
 

●
返
品
可
能
か
、
そ
の
条
件
 

●
支
払
方
法
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
 
 
他
 

 
※
通
信
販
売
は
、
自
分
か
ら
申
し
込
み
し
て
い
る
の
で
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
契
約
条
件
を
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
、
困

っ
た
こ
と
は
、
消
費
生

活
セ

ン
タ

ー
へ

ご
相

談
く
だ
さ
い
。
 

(0
4
-7
1
6
4
-4
1
0
0
) 

編
集
・
制

作
：
広

報
部
 
k
oh
o@
fk
-t
om
is
a
to
.n
et
 
 

お
問

合
せ

：
℡
 0
4
0
4
0
4
0
4
- ---7
1
7
3

7
1
7
3

7
1
7
3

7
1
7
3
- ---9
5
3
1

9
5
3
1

9
5
3
1

9
5
3
1
（

富
里

近
隣

セ
ン
タ

ー
）

（
富

里
近
隣

セ
ン
タ

ー
）

（
富

里
近
隣

セ
ン
タ

ー
）

（
富

里
近
隣

セ
ン
タ

ー
）
 

※
2
0
1
7
年
11

月
2
3
日
時
点
の
情
報
で
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

日
本

で
は

、
一

年
の

始
ま

り
の

お
正

月
で

行
く
初
詣
や
、
お
宮
参
り
か
ら
七
五
三
、
合
格

祈
願

な
ど
、

人
生
の

節
目
に
は

何
か

と
神

社
に
参
拝
し
て
い
ま
す
。
 

神
社

に
よ

っ
て

は
、

参
拝

の
作

法
が

書
か

れ
て

い
る
場

合
が
あ

り
、
書
か

れ
て

い
れ

ば
そ

の
通

り
す

れ
ば
い

い
の
で
安

心
で

す
が

、
そ

う
い

っ
た

事
が

書
か

れ
て

い
る

と
し

て
も
拝
殿
近
く
が
多
い
で
す
よ
ね
。
 

こ
れ

が
正

し
い

神
社

参
拝

方
法

の
作

法
で

す
！

と
い

っ
た

決
ま

り
は

な
く

、
神

社
に

よ
っ

て
も

違
い

が
あ

る
場

合
も

あ
り

ま
す

の
で
、
一
般
的
な
お
参
り
の
作
法
の
「
形
」

を
紹
介
し
ま
す
。
 

諏
訪
神
社
 

柏
神
社
 

神
明
神
社
 

八
坂
神
社
 

稲
荷
神
社
 

お
参
り
の
作
法
 

1
.
鳥
居
を
く
ぐ
る
 

神
社
の
鳥
居
を
く
ぐ
る
時
は
、
直
前
で
軽
 

く
一
礼
し
ま
す
。
 

2
.
参
道
を
歩
く
 

 
中

央
は

神
様

が
通

る
道

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

の
で

必
ず

端
を

ゆ
っ

く
り

と
歩

き
ま

し
ょ
う
。
 

3
.
手
水
舎
（
て
み
ず
し
ゃ
）
で
手
や
口
を
清
め

る
。
 

4
.
拝
殿
前
の
拝
礼
作
法
 

 
お
辞
儀
を
し
、
賽
銭
箱
に
お
賽
銭
を
入
れ
ま

す
。
鈴
緒
が
あ
れ
ば
鈴
緒
を
鳴
ら
し
、
二
拝

二
拍
手

（
願
い
事
）

（
願
い
事
）

（
願
い
事
）

（
願
い
事
）
一
拝
を
し
ま
す
。
 

5
.
帰
る
時
も

2
と

1
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

別
雷
神
社
稲
荷
神
社
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